
増加する外国人観光客への初動対応について学びましょう。
自然災害を防ぐことはできませんが、日ごろからの対策や
心構えを身につけることで被害の軽減につながります。

代表 髙松 正人 氏

外国人観光客への
災害時対応に係る
学習会
安心して旅を楽しんでもらうために

観光レジリエンス研究所

2026年９月11日（金）
13：30～15：30

ニセコ東急グラン・ヒラフ
レストラン「SANSHOKU」
（倶知安町ニセコひらふ1条2丁目9-1

マウンテンセンター2F）

観光関係事業者・観光関連団体・
市町村職員等
※ 資料は日本語版のほか、英語版もご用意しております。

プログラム

北海道総務部危機対策局原子力安全対策課

お申込み お問合せ
後志総合振興局地域創生部危機対策室
担当：山田・神戸
TEL：０１３６－２３－１３４５
FAX：０１３６－２２－０９４８

下記URLまたは２次元コードより
お申し込みください。（参加無料です）

https://www.harp.lg.jp/eWM8odA0

「災害発生！観光客・旅行者の安全を確保し、安心を提供するために」

主催 北海道後志総合振興局

申込〆切 ９月４日（金）

1982年、株式会社日本交通公社（現JTB）入社。
株式会社ツーリズム･マーケティング研究所代表取締役社⾧、
JTB総合研究所常務取締役を経て、
2020年、観光レジリエンス研究所を設立。
日本における観光危機管理の第一人者として
国内外の観光危機管理や観光復興関係の業務に数多く関わる。
UNDRR（国連防災機関）傘下の民間ネットワークARISE
の日本代表。

講師：髙松 正人 氏
「原子力災害時初動対応マニュアルについて」


